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韓

線

再
び
住
岡
介
石
に
疏
い

τ

霧

隷

再
び
佐
田
介
石
に
就
い
て

本
庄
位
保
治
郎

私
は
特
て
本
誌
に
於
て
明
治
初
期
の
反
動
思
想
家
と
し
て
の

佐
問
介
石
の
思
想
や
運
動
を
紹
介
し
て
島
い
た
が
、
共
際
書
き

漏
ら
せ

L
己
主
干
、
或
は
共
後
得
た
る
費
料
に
よ
っ
て
知
り
得

た
る
己
!
と
を
蕊
民
間
越
し
て
、
若
干
の
柿
訟
を
試
み
た
い

k
思

」、。
介
石
の
著
書
は
前
回
陀
述
べ
て
辛
い
た
が
、
共
後
私
の
一
斑

し
得
た
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

〈
一
)
鎚
地
球
設
時

肥
後
介
石
撰
主
あ
っ
て
文
久

冊。

壬
成
成
臨
月
中
涜
の
序
が
あ
る
。
各
て
巻
二
、
各
三
、
迫
録

よ
り
成
り
二
冊
K
八
万
綾
さ
れ
て
居
る
。
-
障
に
は
日
本
鎚
'
と
あ

り
、
序
文
も
日
本
鎚
引
主
題
し
て
あ
る
。
「
地
球
説
略
」
を
鎚
破

第
ニ
十
九
轡

入

倍

強

A 

し
た
も
の
で
あ
る
。

(
二
)
腕
寅
等
象
偽
抱
初
篇

一
名
実
地
共
和
儀
記
k

一冊。

題
す
o

明
治
十
年
八
月
十
五
日
の
川
版
で
あ
る
。
泥
舟
高
橋
精

一
民
の
序
文
が
あ
る
。
介
石
の
所
調
天
動
説
を
明
か
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

初
枕

E
れ
は
内
同
安
兵

会
一
)
企
図
商
法
の
栽
培

衛
銅
k
た
っ
て
ゐ
る
が
、
原
著
者
は
依
同
介
石
で
あ
る
。
内
容

は
日
本
主
西
洋
止
の
異
同
比
較
、
外
岡
ヘ
金
貨
の
流
出
す
る
E

冊。

止
、
舶
来
口
聞
の
た
め
に
日
本
ロ
聞
の
法
る
h

己
主
、

H
本
の
闘
家

治
十
六
年
七
月
の
山
版
で
あ
る
。

介
石
の
著
書
「
掌
珍
緋
倫
」
第
一
械
の
表
紙
に
「
佐
問
介
石
木

戸
公
民
活
て
富
闘
の
建
策
貫
通
せ
ん
と
と
を
掃
む
る
書
」

k
あ

る
己
主
は
前
回
に
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
七
月

一
一
ト
丸
日
付
の
上
書
に
は
胃
頭
に
『
恭
し
く
敬
て
白
す
。
問
団
下

昭和三年十一H夜行。1) 



棋
聖
忙
僕
忙
書
を
賜
ム
て
斧
謁
E
詐
ず
に
地
方
合
議
畢
る
を
朋

k
ず
。
今
や
曾
議
己
に
国
軍
る
L
乙
雄
、
未
だ
幾
た
ら
や
。
思
ム
に

記
述
を
簡
明
た
ら
し
む
る
た

め
、
後
者
の
記
す
所
在
引
用
す
れ
同
、
戎
の
如
〈
で
あ
る
0

・山

を
知
る
べ
き
節
が
あ
る
。
今
、

ゆ
り
同
く
『
幕
府
長
州
を
征
せ
ん
占
ナ
る
や
、
削
M

割
引
い
て
上
書

し，

H
品
開
体
侯

ι制
し
て
、
毛
利
一
北
山
逝
家
興
正
寺
門
跡
を
使

は
し
、
介
石
副
伎
と
た
り
で
周
旋
し
、
長
講
を
し
て
謝
罪
せ
し

め
ん
占
、
幕
議
可
・
と
す
る
も
果
し
て
踊
る
能
は
中
。
師
坐
闘
す

る
に
忍
び
宇
、
身
を
脱
し
て
長
州
に
赴
宮
、
則
+
一
山
を
嘗
め
、
木

戸
氏
に
見
え
、
園
事
を
淡
し
奔
走
車
力
す
』
・
占
。
さ
れ
ば
介
石

は
明
治
八
年
の
建
向
以
前
腕
忙
幕
末
の
頃
よ
り
木
戸
公
を
識
り

居
り
し
者
で
あ
る
。

ま
た
介
石
は
明
治
八
年
頃
「
昨
日
社
新
聞
」
に
筆
を
執
り
、
桑
茶

ラ

Y
プ
亡
困
論
を
競
昔
、
太
陽
暦
を
排
す
る
等
犬
に

亡
岡
崎
、

雑

録

再
び
依
田
介
石
に
就
い
て

時
事
を
論
じ
た
も
の
で

b
る
が
、
共
頃
介
石
は
『
左
大
国
島
津

久
党
公
に
謁
し
、
経
済
上
よ
り
仰
法
の
践
す
ぺ
か
ら
ざ
る
を
命

中
。
会
嘉
納
し
爾
後
交
情
鵠
な
り
と
云
ム
』
と
あ
る
が
、
島
津

公
は
営
時
保
守
論
者
止
し
て
有
名
な
る
人
で
あ
り
、
廟
堂
忙
於

て
議
ム
口
は
宇
、
脱
し
て
困
比
蹄
り
し
止
吉
、
介
石
は
『
七
古
一

舗
を
作
り
直
K
公
に
摘
し
、
之
E
呈
L
犬
但
蹴
む
o

公
嘉
す
れ

ド
と
も
絡
に
去
れ
b
』
ー
と
い
ふ
。
と
れ
よ
り
前
五
年
六
月
明
治
天

皇
が
鹿
児
島
に
桁
事
あ
り
し
際
、
久
光
公
村
行
在
所
虻
齢
て
窓

見
書
を
上
っ
た
。
そ
れ
に
は
円
方
今
之
御
政
問
忙
町
は
仰
岡
越

日
在
地
て
御
衰
弱
、
高
古
不
u
却
之
皇
統
も
共
和
政
治
之
思
悌
に

被
震
陥
、
柑
時
に
は
洋
市
内
之
属
図
占
可
被
成
形
勢
』
一
再
々
の
言
葉

も
見
え
て
ゐ
る
o
翌
六
年
六
月
公
は
更
に
意
見
書
の
各
個
僚
に

っ
き
註
解
を
加
へ
上
書
さ
れ
た
が
、
耳
目
隼
仰
血
一
向
之
官
静
白
艇
に

は
『
彼
洋
間
申
白
如
昔
は
一
一
組
の
技
惑
に
し
三
車
掌
の
急
に

L
給

ふ
所
に
あ
ら
宇
』
と
し
、
立
図
本
張
制
網
事
に
は
『
今
平
洋
訟

横
行
持
に
図
本
左
側
放
す
る
に
五
ら
ん
と
す
』
・
ど
あ
り
、
定
版

制
厳
察
貌
事
に
は
『
今
や
悉
新
聞
典
主
破
り
、
貴
賎
等
・
た
〈
.
内

外
八
万
た
き
の
み
左
ら
十
、
上
下
一
班
西
洋
の
冠
履
を
用
て
耽
止

第
二
十
九
巻

九

第
一
一
瞬

ブL

りあ'」。ぅ
一一動
ーの
-h

E
1
E
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雑

鋒

再
び
佑
同
介
石
に
就
い
て

せ
歩
、
雌
制
活
飢
し
て
先
主
の
犬
径
大
法
蕩
然
磨
滅
す
る
に
至

る
』
左
設
昔
、
そ
の
細
川
骨
項
目
に
つ
い
て
も
欝
脅
擁
護
の
趣
旨

S
 

が
以
〈
現
は
れ
て
ゐ
る
。
更
に
七
年
五
月
に
は
右
大
限
界
人
品
共

脱
公
主
主
僚
太
政
大
胆
邸
陀
自

1
、
士
王
の
法
山
聞
を
洋
服
に
改

め
ら
る
t
A

事
、
太
陽
暦
・
と
郁
し
丙
洋
の
正
朔
を
町
ゐ
ら
，
Q
i
a

事

等
寸
ベ
て
一
一
十
例
僚
に
つ
昔
て
質
問
吹
を
接
的
し
て
民
品
。
耐

し
て
即
ん
7
4
2
施
す
べ
き
も
の
占
し
て
、
組
服
従
昔
、
秘
秘
復

沓
、
雑
税
新
鋭
の
分
を
菟
す
、
遠
式
註
越
の
中
苛
酷
た
る
を
除

で木〈
ゐを
~ If: 兵
。"む土
1lL 
皇沓
射、

主!t陸
皆耳E
;tを
阿減
京じ
の自酪
胞軍
t亡を
よ盛
z 犬
、に

等す
古1
地不
げ急、
ら ~J
れ土

以
上
に
由
っ
て
翻
れ
ば
島
件
公
の
意
見
し
と
介
石
の
保
守
論
と

は
共
忙
相
通
・
干
る
底
が
あ
り
、
明
治
初
期
の
反
動
思
想
と
し
て

白
一
斑
を
知
b
r
得
た
主
忠
品
。

介
石
が
舶
来
品
排
斥
の
た
め
に
各
地
に
結
枇
を
立
て
た
と
と

ほ
既
陀
述
べ
た
所
で
あ
る
が

そ
の
最
初
は
十
三
年
間
月
忙
長

野
師
脚
下
に
て
設
け
し
誕
園
枇
で
あ
り
、

つ
い
で
保
園
枇
六
益
拡

第
二
十
九
血
管

O 

第

親

O 

共
他
が
向
来
、

十
五
年
十
月
に
は
長
野
勝
下
筑
摩
等
閑
郡
bz
巡

殺
し
て
報
図
祉
を
開
昔
、
最
後
に
聞
か
れ
た
の
は
、
越
後
高
田

忙
て
講
演
せ
る
優
越
化
(
日
間
口
)
せ
し
後
、
有
芯
占
有
が
其
徳

虻
感
じ
て
設
け
た
富
間
一
肌
で
あ
る
。
共
外
に
保
凶
副
分
刷
、
六

毎
枇
分
一
位
が
あ
り
、
日
向
型
足
利
尚
一
附
に
観
光
枇
分
枇
(
当

月
〆

t
》

〉

:

・

h

叩

』
由
ま
/
一
声
，
と
ν
A
e

以
上
の
外
向
班
京
虻
山
児
尾
枇
止
い
ム
の
が
あ
る
が
、
と
れ
は

栽
培
経
桝
問
答
新
誌
護
行
別
で
あ
っ
て
、
以
上
の
結
一
世
と
同
様

の
も
の
で
は
な
い
。
然
し
E
れ
は
訟
敢
に
換
ふ
る
に
筆
教
を
以

て
せ
し
も
の
で
あ
り
、
介
石
自
ら
も
同
誌
に
よ
っ
て
最
後
の
湿

〉

興
経
を
設
〈
も
の
た
り
し
乙
稿
し
て
ゐ
る
か
ら
η

目
的
に
於
て
は

同
様
で
あ
る
が
、
結
祉
と
し
て
は
全
然
性
質
を
異
に
し
て
居

る。
曳
尾
枇
以
外
の
諸
結
枇
は
い
は
N
L

介
石
の
蹴
訟
を
聴
い
て
感

勤
し
た
者
が
共
場
で
直
ち
忙
舶
来
品
排
斥
に
賛
成
し
た
と
い
ふ

程
度
の
も
の
で
あ
り
、
正
賞
た
る
乎
綾
の
下
に
確
乎
た
る
曾
則

を
作
一
担
、
そ
れ
に
よ
り
て
合
員
を
糾
合
し
、
曾
員
が
自
己
の
立

場
や
主
誌
を
強
〈
把
持
し
て
輩
聞
な
る
園
結
を
た
し
た
と
い
ム

野吉公賓5日、下春、 25I]l。藤井甚太郎、島i!l久光公の建自主外二三、新葡時
代第五年一地~。
岡上。
出台小宵言円、下容、 18S.2;4百。
等象蹄介石上人時陣。
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意
味
の
も
の
で
伝
い
己
と
は
前
回
に
引
用
し
た
栽
培
経
済
問
答

新
誌
の
記
事
に
よ
り
て
も
明
か
で
あ
る
。

犬
阪
に
閲
か
札
た
の
は
保
岡
祉
で
あ
り
、
官
時
己
れ
に
加
入

す
る
者
多
か
り
し
己
主
は
腕
に
池
ベ
た
所
で
あ
る
が
、
十
四
年

六
月
三
目
的
朝
野
新
聞
に
は
同
祉
の
と
と
を
批
評
し
て
臼
〈

『
依
岡
介
石
氏
は
近
比
保
園
祉
と
一
耳
ふ
一
祉
を
間
立
し
、

L
へ問問

H
臥

t
は
聞
に
蹴
百
人
の
同
士
且
を
得
て
(
中
崎
)
介
石
氏
の
保
同
祉

を
設
立
し
て
共
の
旨
越
を
肢
蒙
枇
A

智
正
設
論
ず
る
は
我

LK4亦

之
E
H
し
て
好
手
段
止
賛
成
せ
ざ
を
件
ゃ
。
合
津
蝋
燭
は
以

て
ラ
ン
プ
忙
換
ム
可
し
、
嚇
の
段
通
は
以
て
餓
艇
に
代
る
可

L
o
是
等
は
成
る
丈
自
園
口
川
に
て
済
ま
す
を
著
し
ん
」
す
。
然
り

止
雌

E
も
汝
必
中
舶
来
物
を
用
ム
る
勿
れ
、
用
ふ
る
4
4
は
制
す

る
杯
止
一
E
ム
は
共
の
頑
肢
も
亦
茜
し
か
ら
や
や
。
若
し
異
に
共

の
設
を
履
行
せ
ん
占
左
ら
ば
飛
脚
般
に
乗
る
を
得
可
ら
や
'
。
何

止
な
れ
ば
設
舶
は
皆
西
洋
の
製
法
物
去
り
。
蒸
汽
車
に
も
乗
る

在
得
可
か
ら
や
。
仰
止
在
れ
ば
レ
ー
ル
は
皆
外
闘
の
産
鍛
な

り
。
今
日
に
於
て
保
同
祉
の
放
容
は
皆
陸
行
し
、
京
阪
の
問
も

人
力
車
或
は
歩
行
に
て
往
復

E
裂
す
る
か
、
不
便
利
も
亦
茜
し

鞍

録

再
び
佐
田
介
石
に
就
い
て

か
ら
宇
や
。
(
中
時
)
嶋
呼
物
に
取
拾
有
り
事
に
担
度
有
り
、
請

ム
白
か
ら
省
察
せ
よ
』
一
再
々
在
。

介
石
山
論
議
に
封
し
て
は
多
少
の
新
知
械
を
有
す
る
者
仕
天

動
設
や
極
端
た
る
保
守
的
経
済
論
に
左
抱
せ
ざ
り
じ
は
明
か
で

アζ らあ
0山tLる
アζ 。
とそ
いの
ふ所
Z 設
とは
で首
あ日寺
;:， r市
が範
、皐

介佼
::(，iの
正

.i::/i 生
安徒
It /'i己
負1す
めら
丘泣
か窮
うせ

舟
石
は
文
久
二
年
の
著
「
日
本
鎚
」
瓜
来
機
命
あ
る
戸
祉
に
外
人

を
捉
へ
白
訟
に
射
す
る
反
駁
を
求
め
、
外
人
が
一
笑
に
附
し
去

る
を
、
却
て
白
訟
の
主
常
一
な
る
た
め
度
防
棋
の
除
地
な
き
も
の
ミ

如
く
に
考
へ
得
意
然
止
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
前
掲
「
時
体
」

(
潟
本
)
に
も
介
石
が
共
著
「
日
本
鎚
」
を
斑
捗
利
加
教
師
プ
ル
ペ

ツ
キ
氏
に
寄
す
「
氏
と
れ
に
答
ふ
る
と
在
を
諾
し
て
絡
に
叫
合
間

す
る
を
得
宇
』
、
明
治
七
年
に
は
米
側
白
昼
事
博
士
辿
々
我
闘
に

来
る
、
介
石
師
『
』
え
に
於
て
地
動
訟
を
離
す
る
に
凡
モ
パ
筒
僚

を
以
て
す
。
而
し
て
彼
の
博
士
答
帰
す
る
と
と
能
は
や
し
て
去

る
。
と
れ
天
感
疑
問
の
著
あ
る
所
以
左
り
』
。
明
治
九
年
『
地
動

訟
に
五
ケ
の
難
問
を
附
し
て
米
利
竪
教
師
ウ
リ
ヤ
モ
ス
氏
に
寄

第
二
十
六
巻

童書

蹴

向上。

横綱夜雨、明油相年の世相、 J90fJ-o
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雑

録

再
び
依
田
介
石
に
就
い

τ

す
、
氏
己
の
中
棺
か
に
一
筒
白
燥
を
鱒
下
主
雌
も
的
営
危
ら

十
、
師
己
れ
を
再
破
す
る
に
凡
そ
三
十
筒
僚
を
以
て
す
、

己

tL 

天
醐
申
疑
川
詳
説
ー
と
云
』
主
あ
る
如
き
は
即
ち
這
聞
の
市
品

E-訴

す
も
の
で
あ
ら
う
。

介
石
が
自
ら
そ
の
結
枇
運
動
に
つ
い
て
、
栽
培
経
済
問
答
新

誌
や
共
他
に
於
い
て
多
数
の
賛
成
骨
が
あ
り
、
そ
の
運
動
が
日

本
各
地
に
非
常
な
る
影
響
主
拠
へ
た
如
く
記
し
て
ゐ
る
が
、
己

れ
に
つ
い
て
は
多
少
割
引
し

τ
考
ふ
る
必
誕
あ
る
と
と
は
前
回

に
も
指
摘
し
た
所
で
あ
る
が
、
誌
に
更
に
そ
の
一
例
を
増
げ
ん

に
、
京
都
六
日
計
祉
の
成
立
に
つ
い
て
大
丸
も
賛
成
者
の
如
く
記

さ
れ
て
ゐ
る
が
、
明
治
十
問
年
六
月
二
十
一
日
の
大
阪
新
械
に

よ
る
と
、
六
盆
祉
の
勅
玲
か
大
丸
で
栢
絶
さ
れ
て
ゐ
る
。
即
ち

臼
〈
『
彼
の
佑
同
介
石
法
師
が
此
科
東
洞
院
御
他
下
る
大
丸
下

村
正
太
郎
方
へ
赴
吉
、
資
家
は
敷
十
人
の
奉
公
人
あ
れ

E
不
幸

に
し
て
我
が
説
教
を
自
由
に
諮
問
す
る
の
徐
眠
た
し
、
否
飴
限

あ
る
も
或
は
歩
主
花
仰
の
巷
に
向
け
る
人
多
く
今
日
の
時
勢
に

反
り
て
嘆
か
わ
し
き
弐
第
な
れ
ば
、
州
納
一
夜
品
目
家
に
参
り
、

国
家
に
普
ね
く
敬
一
軍
せ
ん
、
共
の
時
間
は
午
後
問
時
よ
り
揺
り

第
二
十
九
魯

ーー

第

鵠

一

越
す
べ
し
と
一
再
ひ
し
在
、
大
丸
に
て
は
之
を
承
知
せ
宇
、
奉
公

人
を
養
成
す
る
に
は
、
家
に
泊
賞
の
規
約
あ
り
、
今
日
の
形
勢

を
知
る
に
は
各
種
の
新
聞
紙
あ
り
、
何
ぞ
貴
併
の
古
を
恨
ら
ん

や
'
ど
謝
絶
し
た
る
巾
』
と
。
そ
と
で
介
石
自
ら
の
詑
述
に
ほ
多

，
ザ
誇
張
白
帖
あ
る
己
と
を
認
め
・
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
所
で
あ
る

が
、
然
ら
ぱ
レ
」
t
常
時
に
の
砲
の
活
動
が
全
然
刷
み
ら
れ
恥
か

っ
た
か
と
い
ふ
に
、
モ
れ
は
必
十
し
も
そ
う
で
は
一
泣
い
。
介
石

の
雄
知
在
、
時
弊
に
鍋
れ
て
ゐ
る
貼
の
多
少
あ
り
し
と
・
と
へ

文
明
開
化
運
動
に
幻
す
る
反
動
と
に
よ
っ
て
、
多
少
の
影
響
を

有
せ
し
こ
と
は
勿
論
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
各
地

の
結
枇
の
成
立
に
つ
い
て
も
之
れ
を
知
り
得
る
所
で
あ
る
が

昔
時
の
新
聞
の
記
事
K
よ
っ
て
も
多
φ
と
れ
を
説
ふ
と
と
が
出

来
る
。
前
一
市
大
阪
新
械
の
記
事
の
帥
聞
き
に
も
『
頃
日
来
此
の
法

師
の
た
め
品
夫
品
目
婦
は
叉
候
悶
循
病
問
自
脅
病
を
惹
宮
起
す
も
の

多
く
、
人
智
閑
裂
の
貼
よ
り
之
を
見
れ
ば
法
師
D
苛
共
の
妨
害

を
注
す
砂
か
ら
4
y
斗
と
あ
る
と
と
は
、
そ
の
反
聞
に
於
て
多
少

影
響
の
あ
り
し
と
と
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
倫
大
阪
に
闘
す

る
一
二
白
例
を
示
サ
ば
次
白
如
き
も
の
が
あ
る
。



『
の
大
阪
紛
息
常
地
市
街
物
貰
由
地
む
も
替
る
が
早
い
か
オ
テ
、
ョ

テ
〈
て
、
先
白
半
虫
年
ジ
ヤ
/
¥
の
某
干
貰
り
が
東
京
ょ
。
車
り
て
一

時
大
川
り
倒
て
千
金
仲
買
り
で
目
を
突
〈
棟
な
り
し
が
、
此
頃
佐

旧
介
肩
民
同
氾
訟
に
正
を
傾
〈
る
者
多
ー
一
号
よ
切
断
…
札
出
で
た
る
大
ま

げ
の
菓
子
貰
り
位
制
調
純
を
若
し
、
阿
天
嘩
を
さ
L
.
突
の
故
あ
る

煎
餅
を
斑
歩
行
〈
、
其
ハ
付
呼
，
J

撃
を
聞
け
ば
、
『
サ
ア
徳
川
煎
併
を
お

た

買
凡
げ
な
さ
に
且
札
を
給
く
た
ら
制
定
自
思
る
い
井
岡
品
出
版
に
な

リ
.
結
構
白
日
本
品
を
川
町
〈
炉
う
に
な
る
煎
餅
て
ご
ざ
い
と
』
(
明
治

十
円
年
月
十
日
羽
目
新
阿
部
二
三
一

λ
暁
)

『O
佐
問
介
石
川
市
手
に
成
り
た
り
と
い
ふ
馬
胞
の
且
玄
番
町
の
事
に

付
、
大
阪
市
街
。
洋
崎
山
山
小
間
物
向
某
々
幡
は
、
右

m
番
附
は
公
倫

段
々
を
識
敏
L
、
且
つ
我
待
出
向
講
を
妨
害
し
た
る
も
の
な
れ
ぽ
、

其
鵠
訴
の
廉
を
告
訴
し
、
併
せ
て
損
害
の
相
官
償
を
も
な
し
、
一
番
貰

借
世
間
阻
込
し
て
央
れ
ん
と
顔
。
に
力
み
居
る
と
の
出
』
(
明
抽
十
四
年

入
月
一
日
樹
木
新
岡
第
二
九
五
挽
)

四

介
石
白
思
想
が
保
守
的
反
動
思
怨
で
あ
る
と
L

と
は
い
ふ
迄
も

な
い
が
、
そ
れ
は
仰
教
と
の
閥
係
か
ら
も
考
へ
在
け
れ
ば
た
ら

ぬ
o

寓
本
「
時
停
L

に
も
『
師
三
十
歳
の
頃
西
洋
白
地
動
設
澗
世

間
に
行
は
れ
、
吾
仰
の
須
搬
設
を
疑
ふ
宥
諸
方
に
競
ひ
起
る
。

嘗
て
不
染
居
士
森
倫
議
護
法
資
治
論
主
著
は
し
て
一
吉
〈
倒
法
の

雑

録

再
び
佐
田
介
石
に
就
い

τ

大
難
は
天
文
地
理
よ
り
起
ん
占
。
師
そ
の
言
の
虚
し
か
ら
ざ
る

を
売
り
、
犬
に
之
を
憂
ム
。
此
時
東
京
押
印
h
{一
市
慧
服
律
院
普
門

律
怖
の
高
弟
た
り
し
臨
消
寺
家
中
繍
何
回
京
峨
幌
の
同
宗
天
龍

耐
寺
に
あ
り
て
仙
腐
の
天
文
主
主
張
し
岡
田
府
の
地
動
を
駁
離
せ

ら
る
を
問
骨
、
師
欣
然
と
し
て
錫
を
擬
ム
て
・
或
中
耐
師
の
許
に

E
4

る
。
〈
中
時
)
摘
、
天
皐
の
未
だ
諜
宮
ざ
る
を
知
り
之
が
た
め

に
幽
栖
の
地
(
岡
山
の
地
賊
堂
〉
を
卜
L
自

H
t雌
も

戸

主

閑

L
.
故
ら
忙
安
正
晴
く
し
笠
燈
を
懸
付
沈
旧
品
川
州
場
す
る
と
と
十

有
除
年
(
時
人
師
を
稀
し
て
笠
行
燈
目
と
一
耳
ふ
〕
。

一
旦
蛤
然
止
し

て
腕
官
雨
品
棋
の
瑚
を
畿
明
す
。
(
中
時
〉
而
し
て
師
木
願
寺
島
林

に
師
錫
し
て
仰
教
の
天
文
を
成
立
し
西
設
の
地
動
を
抵
排
し
て

世
の
疑
塊
を
破
担
、
犬
に
倒
日
を
蹄
き
ん
止
欲
す
』
・
ど
あ
る
如

〈
、
州
教
の
須
崎
山
誌
を
維
持
す
る
と
と
が
、
護
法
の
大
混
勤

で
あ
り
、
洋
皐
が
敬
ゆ
る
地
動
訟
は
仰
教
の
根
本
宇
宙
鶴
た
る

d
q
 

須
捕
山
中
心
設
を
盟
理
ナ
大
危
険
思
想
で
あ
る
占
考
へ
た
。
己
れ

が
や
が
て
基
督
教
皮
封
と
左
P
、
欧
化
反
封
と
た
り
、
舶
来
品

排
序
主
た
り
、

反
動
胤
想
保
守
的
活
動
と
在
っ
て
あ
ら
は
れ
た

も
の
で
あ
る
。

第
二
十
九
容

一ー一ー

一一一一
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郵
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雑

紘

プ
ロ
イ
セ

V
白
地
方
税
制

彼
れ
の
純
情
論
は
、

い
は
ピ
消
費
倫
で
あ
っ
て
生
産
愉
で
は

な
〈
、
貿
易
は
輸
入
の
み
を
考
へ
で
輸
出
を
考
へ
て
ゐ
な
い
。

恰
も
維
新
前
の
純
桝
ね
恕
を
そ
の
ま
L
見
る
が
如
〈
で
あ
る
つ

首
川
一
般
人
民
の
削
前
知
識
も
頗
る
不
十
分
で
あ
っ
た
が
た

札
船
、
此
弘
司
の
訟
も
狛
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
o

然
し

時
の
流
れ
は
後
税
者
止
し
て
有
名
在
る
人
物
を
も
生
世
し
め

歩
、
介
石
の
印
刷
愉
は
そ
れ
だ
付
む
も
の
止
し
て
葬
り
去
ら
れ
、

抗
の
般
は
紅
筑
沙
汰
の
如
く
民
考
へ
ら
る
L
ま
h
K
在
っ
た
o

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
介
石
は
熱
の
人
で
あ
る
u

貧
弱
た
る
財
布

の
民

E
掛
っ
て
副
首
等
象
的
を
地
り
、
一
瓜
非
同
定
し
て
岡
事
を

談
じ
、
純
怖
を
設
い
た
。
幕
末
か
ら
維
新
へ
か
け
で
朝
廷
州
民

幕
府
民
建
言
す
る
己
止
三
十
除
皮
、
共
川
娘
師
抗
争
受
け
て
死
地

に
就
く
と
止
十
一
-
一
此
.
骨
内
他
或
は
禁
釧
せ
ら
れ
、
或
は
抑
純
せ

ち
る
与
と
ん
」
枚
僻
に
迅
あ
ら
宇
、

〈在
量E亦
ナ三
べ十
音イf
に i出
量l'度

主そ
fir. v 
せ岡
ら事
IL 1<: 
て 1J 王
ゐを政
る致緋。14)-u.-新

己、

在建
築 1"
是正す
のる
能 ζ

彼
れ
の
存
泊
、
彼
れ
の
刷
心
組
、
彼
れ
の
運
動
は
を
く
花
火
線

香
的
で
あ
り
、

J

4

時

ω反
動
的
附
庄
で
あ
っ
た
・
と
し
て
も
、
彼

第
二
十
丸
谷

四

四

節

税

れ
が
附
治
奇
人
体
巾
の
人
た
る
と
主
は
何
人
も
同
時
識
な
吉
川
で

あ
ら
う
o

彼
れ
の
碑
は
吟
、
東
京
悼
法
院
境
内
に
在
り
、
官
抽
は

均
草
寺
御
健
所
に
あ
る
。
腕
官
等
象
印
刷
も
存
在
し
て
居
り
、
救

場
粧
情
論
共
他
。
非
番
も
あ
る
。
明
治
文
化
此
上
被
山
名
は
逸

す
べ
か
ら
ざ
る
何
物
か
を
持
つ
で
あ
ら
う
占
備
中
る
。

14) 臨本略f1!j。
14) 事l 川!~班、介石翁白叫を帯ねて、 l'-!:I:合 11 割1 4!J4f:i1!o 


